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中国諸民族男子履きものの固有属性からみた文化クラスター
○下田敦子＊　大洋清二＊　笠井直美＊　近藤四郎**
(＊大妻女大，＊＊京都大)

【目的 】従 来、履 きものの装 飾性 と機能性 に関 しては 、人類学、民俗学、被服学 、整形 外

科学、 スポーツ科学 などの分野で研究が行 われている。しかし、履 きもののもつ形態的 な

特徴 を固有属性の視点から取り扱った ものは きわめて少ない。本研究では、その多樹 生と独

自性という点において、 きわだった特徴をもっている中国少数民族と漢族の伝統的な履きものに見

られる特有の履 きものの固有属性を比較検討することによって、その地域分布的特徴を明らかにし、

併せて、クラスター分析による文化クラスター的構成（大林　1985）を試みた。

【方法】大丸（1991 ）の衣服固有属性分類を基本分類 として、中国諸民 族履 きものの37 固

有属性 を定義した。 16民族の男子履 きもの、95 点の標 本及び写真資料 を対象に、当該属性

の有無を ダミー変数 として数量化 した。 そ れら37 属性 を用い て、諸民族 間の距離行列をマ

い ラ ノビスの汎 距離によっ て もとめ、Average 法等によるクラスター分析を行った。

【結果】1 ）履 きものの固有属 性を手掛かりとした1  6 民族間のクラスター分析によると、西南

地方、西北地方、順ﾋ 地方の3つの履きもの圏力鴉 成された。2）履 きものの固有 属性数によって、

それぞれの履きもの圏（クラスター）に属する民族を比較すると、３クラスター間に明らかな差異

を認めた。3）各民族の履きものの固有属性は、当該民族の生業と密接に関連していた。
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2Ka －1 東方正教会における祭服の色相とその意味

都立杉並工業高 鵜滓　 裕

【目的】　キリスト教三大宗派のーつである東方正教会の典礼で聖職者が着装している衣

服＝祭服はそれぞれの時代において最も高価な布地を使用している。それは聖職者が己の

人間性を隠しキリスト の変容として典礼の中で表現されるためであり、 信者の側からは、

聖職者に豪華かつ荘厳な着装を望む気持ちが込められている。 そして祭服の色相は重要な

意味をもって定められており、 色相は主に、 金・銀・赤・青・緑・紫・白・黒の８種類に

分類され、それぞれの使用は典礼の種類・時期によって異なる。本研究では祭服の色相の

意味を調査し、併せて祭服の初期（ビザンティン帝国時代）の色相について歴史的な考察

を試みた。

【方法】　日本・ギリシヤ・ロシアでの実態を把握し、 イコン（東方正教会における宗教

画）に描かれている祭服を着装している聖人の年代と、 イコンの製作年代により歴史的考

察を行うとともに、ビザンティン帝国時代の写本の挿し絵・聖金ロ イオアン説教集・聖人

伝・聖書なども資料として調査を行った。

【結果】　イコンおよび聖金ロイオアン説教集などから東ローマ帝国初期（4 世紀頃）に

おける祭服の色相は主に白色系であったことが推定される。
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